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哲
墨
・
研
究
　
　
麓
剛
百
山
ハ
十
九
號

な
る
個
物
が
生
す
る
か
の
如
き
問
題
は
本
書
に
於
て
解
明
し
て
な

い
や
う
で
あ
る
が
、
本
書
當
分
の
目
的
た
る
諸
首
題
に
就
い
て
は

著
者
の
主
観
が
階
ε
し
て
挿
入
さ
れ
，
ス
ピ
ノ
ザ
か
ら
若
干
離
れ

て
、
や
Σ
自
由
に
解
糧
し
て
あ
る
か
の
如
く
感
ぜ
ら
れ
る
や
う
な

場
合
も
あ
る
け
れ
ウ
こ
も
、
廣
く
諸
文
献
を
渉
獄
し
、
彼
此
校
較
し

て
是
非
を
分
ち
、
卒
明
流
暢
な
文
章
を
以
て
、
繁
に
失
せ
す
、
簡

に
流
れ
す
、
著
者
の
沈
潜
思
索
し
た
結
果
を
披
潅
し
て
あ
る
　
ス

ピ
ノ
ザ
に
關
す
る
邦
文
著
蓮
の
少
い
我
が
哲
喜
界
に
取
っ
て
漱
迎

さ
る
べ
き
好
著
作
で
あ
ら
う
ぐ
」
信
ず
る
。
（
高
橋
紹
介
、
理
想
祉
出

版
部
刊
行
、
菊
版
ニ
ニ
ニ
頁
、
定
償
一
圓
九
十
銭
）

ゲ
イ
ル
タ
イ
論
文
集

栗
林
　
茂
諜

　
本
書
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
著
作
「
へ
ー
グ
ル
青
年
時
代
史
」
の
第
一

章
「
最
初
の
開
展
ε
紳
學
研
究
」
－
こ
，
一
九
＝
年
五
月
の
雑
誌
ド

イ
ヅ
チ
エ
獅
ル
ン
ト
シ
ヤ
ゥ
に
載
っ
た
＝
ー
ブ
ー
ル
の
歴
史
的

世
界
槻
の
起
源
L
、
こ
、
一
八
八
六
年
八
月
の
講
演
「
詩
的
想
像
カ

ミ
狂
氣
の
三
篇
を
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
豊
富
な
歴
史
的
形
態
に

饗
す
る
非
常
に
鋭
敏
な
感
壁
を
持
っ
て
居
り
，
精
紳
の
種
々
の
領

・
域
に
於
て
嘗
て
生
き
て
み
た
種
々
の
時
代
の
生
命
を
源
泉
か
ら
再

び
現
在
化
し
、
新
た
に
生
か
す
こ
・
、
）
が
禺
來
た
」
ε
評
さ
れ
る
デ

4
ル
タ
イ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
蝦
後
の
最
大
な
る
精
紳
史
家
た
る
デ
ィ
ル

タ
イ
の
歴
史
家
ε
し
て
の
一
画
は
前
の
二
篇
に
よ
っ
て
窺
は
れ
彼

九
ノ、

れ
の
賭
碁
論
の
一
斑
を
後
篇
に
よ
っ
て
窺
は
れ
う
る
で
あ
ら
う
。

解
文
は
李
明
で
あ
．
り
、
固
有
名
－
詞
そ
の
言
外
國
語
の
襲
育
の
表
記

は
、
五
寸
る
だ
け
．
原
語
に
近
い
や
う
に
苦
心
し
て
あ
る
。
（
丸
善
株

式
會
肚
襲
行
、
菊
版
一
一
八
頁
、
簾
戸
一
圓
三
十
銭
）

寄
贈
圖
三

哲
學
ご
は
何
か

哲

學

ゲ
イ
ル
タ
イ
・
フ
ソ
セ
ア
ー
ル
・
シ
エ
τ
ラ
ー
著

戸
田
三
耶
。
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三
木
浩
共
課
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